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生徒端末監視システムの構築
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端末教室において、生徒の端末の様子を把握することは、生徒の理解度を把握することにも繋がり、教育を

進める上で大変役に立つ情報となる。 しかし、生徒端末の画面は一般には先生から見えない位置に存在し、先

生が教室内を歩いて回らないと見ることができない。そのため、生徒端末を監視するシステムが商品として販

売されているが、高価であるために導入されていないのが現実である。そこで、端末監視システムを自作する

ことによって導入を容易にし、生徒端末の監視を行うことを実現したので、その方法について報告する。

1.は じめに

端末教室では、生徒の端末の様子を把握しつつ授業を進めたいものである。そのための生徒端末を監

視するソフトは商品として存在するが、高価なため導入が困難であった。一方、VNC(Virtual

Network Computing)ソフトが無料で公開され、このソフトを用いれば、先生端末の画面を生徒端末の

画面に表示させたり、生徒端末の画面を先生端末の画面に表示させることが可能である。これまでに16

台の生徒端末が監視可能なシステムつが開発されていたが、Linux用であった。教育学部の端末教室は、

45台の生徒端末が存在し、主にWindOwsを 用いて授業を行なっている。そこで、我々はWindows用

の生徒端末を監視するシステムを開発した。本システムは、TightVNCソ フトのを改良し、端末教室の

生徒端末48台を二度に監視することができるシステムである。

2。 TightVNC

TightVNCは 、低速のネットワーク経由での利用に最適化されたVNCの 改良版で、より効率的にデー

タ伝送ができる無料のソフトである。ソフトウェアも公開されている。これを用いた以前の研究
つにお

いて、先生端末の画面を複数台の生徒端末へ表示させる実験を行ったが、ネットワークトラフイックの

負荷は問題にならなかった。なお、 リモートのデスクトップをローカルから遠隔操作できる機能もある

が、今回は生徒の授業中の進捗を監視する用途に用い、主に表示機能のみ利用した。
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